
注意報
レベル

開　始
基準値

終　息
基準値

基準値

内科・小児科
定点

インフルエンザ 30.0 10 .0 10.0 2 - - ↓ - - - - → －

RS － － － 1 1 0 .25 → － 6 1 0 .33 ↓ －

咽頭結膜熱 3.0 1 .0 － 1 1 0 .25 → － 6 - - ↓ －

A群溶血性
ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

8.0 4 .0 － 2 5 1 .25 ↗ － 4 8 2 .67 ↗ －

感染性胃腸炎 20.0 12 .0 － 7 11 2 .75 ↗ － 1 6 2 .00 ↗ －

水痘 2.0 1 .0 1 .0 4 - - ↓ － - 1 0 .33 ↗ －

手足口病 5.0 2 .0 － 8 4 1 .00 ↓ － 6 - - ↓ －

伝染性紅斑 2.0 1 .0 － 7 3 0 .75 ↓ － 5 2 0 .67 ↓ －

突発性発疹 － － - 3 - - ↓ － 3 - - ↓ －

ヘルパンギーナ 6.0 2 .0 － 4 2 0 .50 ↓ - 3 - - ↓ －

流行性耳下腺炎 6.0 2 .0 3 .0 - 1 0.25 ↗ - 1 1 0 .33 → -

急性出血性結膜炎 1.0 0 .1 － - - - → －

流行性角結膜炎 8.0 4 .0 － 3 3 3 .00 → －

細菌性髄膜炎 － － － - - - → － - - - → －

無菌性髄膜炎 － － － - - - → － - - - → －

マイコプラズマ肺炎 － － － - - - → － - 1 1 .00 ↗ －

クラミジア肺炎 － － － - - - → － - - - → －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － - - - → － - - - → －

インフルエンザ
入院報告

－ － － - - － － － －

－ － － 42 31 ↓ 35 20 ↓

基幹定点

報　告　数　合　計

＜注意報・警報＞
　・川薩保健所管内　伝染性紅斑が終息基準（1.00）以下の「0.75」となりました。
　　　　　　　　　　　　 水痘も終息基準（1.00）以下の「０」となりました。
　・出水保健所管内　伝染性紅斑が終息基準（1.00）以下の「0.75」となりました。

＜全数報告＞
  ・川薩保健所管内　　無し
　・出水保健所管内　　腸管出血性大腸菌（保菌者1人）

＜インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等＞
　・川薩保健所管内　　なし
　・出水保健所管内　　なし

定点
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定点
報告数

前 週
からの
増 減

警　報
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前週
報告数
（人）

前週
報告数
（人）

今週
報告数
（人）

定点種別 対象疾患

警報レベル 川薩保健所管内 出水保健所管内



24週 25週 26週 27週 28週 29週 30週 31週 32週 33週

内科・小児科
定点

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 - - - - - - - - 0.33 -

　ＲＳウイルス感染症 - - - - - - - 0.25 - .- 0.33 0.25

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - 0.75 0.75 1.00 0.75 1.25 0.75 0.50 0.50 0.33 0.25

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 - 1.75 2.00 1.50 0.75 0.50 0.75 0.75 1.75 0.67 1.25

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - 2.75 1.50 3.00 0.75 0.50 1.75 1.25 2.75 2.33 2.75

　水痘 2.00/1.00 1.00 0.50 - 1.00 .- 0.50 0.25 0.25 0.75 1.33 -

　手足口病 5.00/2.00 - 20.00 10 .50 3.00 3.00 2.00 1.75 1.75 4.50 2.67 1.00

　伝染性紅斑 2.00/1.00 - - 1.50 1.00 1.50 1.50 1.00 1.00 1.00 2.33 0.75

　突発性発疹 - - 1.25 0.75 1.00 0.75 0.75 0.75 1.00 1.25 1.00 -

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - - - 0.25 - 0.75 0.75 0.75 1.25 1.33 0.50

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 - - - - - - - - - 0.25

  急性出血性結膜炎 1.00/0.1 - - - - - - - - - - -

  流行性角結膜炎 8.00/4.00 - 6.00 6.00 9.00 4.00 4.00 4.00 1.00 5.00 3.00 3.00

細菌性髄膜炎 - - .- .- .- .- .- .- .- .- .- .-

無菌性髄膜炎 - - 1.00 - - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎 - - - - - - - - - - - -

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - -

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - - - - - - - - - - -

24週 25週 26週 27週 28週 29週 30週 31週 32週 33週
内科・小児科
定点

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 - - - - - 0.20 - - - -

　ＲＳウイルス感染症 - - - - - - - - 0.67 2.00 0.33

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - 1.00 0.67 0.33 0.33 - 0.67 1.67 - 2.00 -

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 1.33 1.33 1.00 1.33 1.00 0.67 1.67 0.67 1.33 2.67

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - 6.00 3.00 1.00 2.00 2.00 1.33 1.00 0.67 0.33 2.00

　水痘 2.00/1.00 1.00 0.67 0.67 0.33 - 1.33 - 0.33 - - 0.33

　手足口病 5.00/2.00 - 9.33 9.33 3.33 5.33 2.33 1.33 1.33 2.33 2.00 -

　伝染性紅斑 2.00/1.00 1 .33 5.00 3.33 1.67 3.33 1.67 1.00 2.00 1.67 0.67

　突発性発疹 - - - - 0.33 0.33 1.00 1.00 0.33 - 1.00 -

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - 2.00 1.67 0,33 1.33 0.67 1.00 0.67 0.33 1.00 -

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 - - 0.33 0.33 - - - - 0.33 0.33

細菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - -

無菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎 - - - - 3.00 1.00 1.00 - - 2.00 - 1.00

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - -

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - - 1.00 - 1.00 - 1.00 - 1.00 - -

疾病

疾病
注意報
基準値

川薩保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）
警報/終息

基準値

基幹定点

小児科定点

眼科定点

定点種別

警報/終息

基準値
注意報
基準値

出水保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）
定点種別

基幹定点

小児科定点

警報発令中 注意報発令中



（注意報・警報）

○伝染性紅斑について
【警報開始基準値 ２．０， 警報終息基準値 １．０】

（第３３週は川薩・出水のみ掲載）
第３３週の伝染性紅斑の発生状況は，川薩

保健所管内からは，３名（定点あたり報告数0.7
5 ）の報告があり，終息基準値 １．０以下とな
ったため，警報を解除します。

出水保健所管内からは，２ 名（定点当たり報
告数0.67 ）の報告があり，終息基準値１．０以
下となったため，警報を解除します。

○水痘について
【警報開始基準値 ２．０， 警報終息基準値 １．０， 注意報１．０】

（第３３週は川薩・出水のみ掲載）

第３２週で定点あたり１．３３と注意報基準
値（１．００）を超えましたが，第３３週の水痘の
発生状況は，川薩保健所管内から０名（定点
当たり報告数 0.00）の報告があり，注意報基
準値 1.00を下回りました。

出水保健所管内からの報告は１名（定点当
たり報告数 0.33）の報告がありました。
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今回の感染症は先週第３１週でご紹介した「ダニ媒介感染症」の一種であ
る「重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）」についてお知らせしたいと思い
ます。

ＳＦＴＳは，2011年に中国の研究者らによって発表された「ブニヤウイル
ス科フレボウイルス属」に分類される新しいウイルスによる「ダニ媒介性感
染症」である。

2013年1月に国内で海外渡航歴のない方がＳＦＴＳに罹患していたことが初
めて報告され、それ以降他にもＳＦＴＳ患者が確認されるようになった。

~ＳＦＴＳウイルス（SFTSV）に感染すると６日 ２週間の潜伏期を経て、発
熱、消化器症状（食欲低下、嘔気、嘔吐、下痢、腹痛）が多くの症例で認め
られ、その他頭痛、筋肉痛、意識障害や失語などの神経症状、リンパ節腫脹、
皮下出血や下血などの出血症状などを起こす。検査所見上は白血球減少、血
小 板減少、ＡＳＴ・ＡＬＴ・ＬＤＨの血清逸脱酵素の上昇が多くの症例で認
められ、血清フェリチンの上昇や骨髄での血球貪食像も認められることがあ
る。

~致死率は6.3 ３０％と報告されている。感染経路はマダニ（フタトゲチマ
ダニなど）を介したものが中心だが、血液等の患者体液との接触により人か
ら人への感染も報告されている。治療は対症的な方法しかなく、有効な薬剤
やワクチンはない。

フタトゲチマダニ Haemaphysalis long
icornis

〇 厚生労働省ＳＦＴＳアドレス

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansensho
u19/sfts_qa.html

注目の感染症

重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）






